
第１回寒河江市新しい中学校づくり準備委員会 議事録 
 

日時 令和 7年 7月 15日(火)19:00～ 

場所 寒河江市文化センター 2階 ホール 

 

 

事務局 （傍聴要領の確認） 

只今より第 1回寒河江市新しい中学校づくり準備委員会を開会いたします。 

（委嘱状の交付） 

寒河江市教育委員会 佐藤志津男教育長がご挨拶申し上げます。 

教育長 みなさん、お晩でございます。この度は、新しい中学校づくり準備委員会委員をお引き受

けいただき、そして、本日は、準備委員会にご参加いただき、ありがとうございます。 

最初に、「学校施設整備計画」のこれまでの経緯について説明させていただきます。 

児童生徒の減少や学校施設の老朽化等が進んできたことから、令和元年に本市の学校のあ

り方について検討する「寒河江市立学校のあり方検討委員会」が設置されました。約２年

半にわたり様々な面からご検討され、答申をまとめていただきました。 

その答申を受け、令和４年の３月に「学校施設整備計画」を策定し、その後、地域説明

会・保護者説明会等を開催し、説明を行ってまいりました。 

その中で、小中学校の統合につきまして、様々なご意見や「見直しを求める要望書」もい

ただきました。 

ご意見の中で、特に多かったのが、小学校を２段階で統合する計画は、小学校でも中学校

でも統合を経験する子どもたちがでることとなり、子どもや保護者の負担が大きいのでや

めてほしいということ。西部地区に小学校を残してほしいということ。中学校は２校の方

がよいのではないかということでした。 

そこで、その後も、地域説明会や保護者向け説明会等を行い、また、まちづくりや建築、

地域環境、都市計画、教育の分野の大学の先生方による「寒河江市学校再編に関する外部

有識者会議」等も開催し、ご意見を伺ってきたところです。 

そうした、様々なご意見をもとに、総合教育会議や市役所内の関係各課の課長が参加する

市政調整会議でも検討しまして、改定案を作成し、説明会やパブリックコメントを行い、

令和５年の１２月に「学校施設整備計画」の改訂案を策定しました。改訂案では、特に要

望の多かった内容を反映させまして、大きくは３点の改定を行いました。 

１点目は、小学校の２段階統合を見直し、児童生徒や保護者の方の負担等の軽減を図るこ

と。 

２点目は、西部地区に拠点となる小学校を１校整備すること。 

３点目は、中学校は３校を１校に統合する点では同じですが、用地選定や統合に向けた準

備期間を考慮し、統合時期を令和１０年から令和１２年に見直すことです。 

この改定案に基づきまして、昨年度は、新中学校の用地選定を進め、基本構想（案）を作

成してきました。 

そうした中で、齋藤新市長より、まちづくりの観点や財政健全化へつなげるためにも、現

在の中学校の敷地の有効活用とスケジュールの見直しについての要請がありまして、「学

校施設整備計画（改定案）」として見直しを図りました。 

そして、「寒河江市立新中学校施設整備基本構想」を今年の３月に策定し、この度、「寒

河江市立新中学校施設整備基本計画（案）」を公表し、パブリックコメントを行いまし

た。パブリックコメントでいただいたご意見も踏まえ、今後検討すべき課題もいろいろと

あります。 

基本構想及び基本計画（案）は、現在の寒河江高校グラウンドに市内３中学校を統合した

新中学校を建設し、令和１１年年度の開校をめざすというものです。 

なお、寒河江高校グラウンドには、校舎と４００メートルの陸上トラック、その内部にサ

ッカー場、そして駐車場や駐輪場を建設し、野球場、ソフトボール場、テニスコート等

は、現在の中学校のグラウンドを活用するとしています。 



なお、陵東中学校と陵南中学校の敷地は、県立河北病院と寒河江市立病院の建設候補地に

もなっていましたが、先日の新聞報道にもありましたように、新病院の建設予定地が陵東

中の敷地に決まりました。 

教育委員会としては、これを受け、陵南中のグラウンドを野球場やソフトボール場、テニ

スコートとして活用する方向で考えていきたいと思います。 

昨年の１０月・１１月には、市内の小学生、中学生、その保護者の方々、幼稚園や保育所

等の保護者の方々、そして小中学校の教職員から、新しい中学校についてのアンケート調

査を実施しました。 

また、先月には、市内の３中学校を回り、教職員の方々から、新しい中学校について、直

接、ご意見やご要望を伺ったところです。 

新しい中学校の基本理念としては、「新しい学びと居場所があり、生徒も教職員もともに

輝く学校」を目指しています。国の教育振興基本計画や山形県の第７次教育振興計画で

も、「ウェルビーイング」ということが取り上げられています。 

「ウェルビーイング」というのは、身体的にも、精神的にも、そして社会的にも、よい状

態にあり、幸福感が感じれれること。そしてその幸福感は、将来にわたる持続的なもので

あり、個人だけでなく、地域や社会も幸せや豊かさを感じられる良い状態にあることを指

しています。 

学校は、生徒も教師もともに主役であり、学び甲斐や働き甲斐を感じ、「明日また登校し

たくなる学校」であることが大切だと思います。 

保護者の方々や地域の人々をも含めて、幸せや豊かさを感じられるウェルビーイングな学

校をつくっていきたいと考えています。 

これから、この「新しい中学校づくり準備委員会」では、校名や校歌、校章、制服、教育

課程、生徒会組織、PTA組織等、様々な点に関してご検討いただくこととなります。 

委員のみなさま方におかれましては、それぞれのお立場から、これからの寒河江市を担っ

ていく子どもたちにとっての教育環境はどうあればよいのか、そしてまた、地域との連携

がスムーズに行われるための環境をどう作っていけばよいのかといった観点からも、ご意

見を出していただければと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

事務局 次第の裏の名簿をご覧ください。皆様から自己紹介をいただきたいと思います。 

（委員の自己紹介） 

（事務局の自己紹介） 

事務局 続きまして、委員長の選出を行います。これにつきましては、寒河江市新しい中学校づく

り準備委員会設置要項第５条により、委員長は委員の互選により選出することとなってお

ります。いかが致しましょうか。 

委員 A それでは事務局一任いかがでしょうか。 

事務局 事務局一任というご発言がありました。よろしいでしょうか。 

それでは事務局案をご提案申し上げます。名簿番号 25番。寒河江市立陵南中学校校長石

山勝巳委員に委員長をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（拍手） 

多数の拍手ありがとうございます。それでは石山委員長、前の席にお移りください。それ

では石山委員長よりご挨拶を頂戴したいと思います。よろしくお願いします。 

委員長 委員長にご選出いただきました陵南中学校校長の石山勝巳でございます。 

現在の全国的な少子化の影響で、県内外問わず学校の統合について話が進んでいるところ

です。この度、寒河江市の３中学校の統合については、市内のすべての中学生が新しい教

育環境で一貫した教育を受けることができるようになります。同じ中学校を卒業した人同

士が手を取り合い、将来の寒河江市が豊かになっていければいいなと思っております。こ

の委員会には、PTA代表の皆様、住民代表の町会長連合会の皆様、学校運営協議会の代表

の皆様、そして教職員の皆様に参画いただいております。それぞれの立場で、それぞれの

お考えと情報をもとに、より充実した会議となるよう進めさせていただければと思いま

す。新しい中学校が寒河江市の未来を担う子どもたちのためになり、また今、寒河江市に

お住まいの方々にとって誇りとなるような学校作りを目指して、お手伝いができればと思



いますので、どうぞよろしくお願い致します。 

事務局 ありがとうございました。次に、副委員長の指名ですが、準備委員会設置要綱第５条第２

項の規定により、副委員長は委員長が指名することとなっております、石山委員長にご指

名をお願いいたします。 

委員長 それでは、私から副委員長のご指定をさせていただきます。副委員長には、名簿番号１

番、寒河江小学校父母と教師の会会長、安孫子文剛委員をご指名いたします。よろしくお

願いいたします。 

事務局 ありがとうございます。それでは１番の安孫子文剛委員がご指名されましたので、安孫子

副委員長ということで今後よろしくお願い致します。 

それでは、ここからは石山委員長から進めていただきたいと思いますので、よろしくお願

い致します。 

委員長 それではしばらくの間、皆様のご協力をお願いいたします。今日は終了のめどが 8時半と

なっておりますけれども、夜の会議でもありますので、限られた時間の中でご検討いただ

ければと思います。また、第 1回目ですので、説明の時間も長くなると思いますので、そ

のことについても今後の進め方等よろしくお願いしたいと思います。 

はじめに、６報告事項 寒河江市立新中学校施設整備基本計画（案）の概要について、事

務局から説明をお願いします。 

事務局 （資料の説明） 

委員長 それでは、次に７の協議に移ります。（１）協議第１号 新しい中学校づくり準備委員会

部会構成、協議項目および委員名簿案について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 （資料の説明） 

 ありがとうございます。ただいま事務局から提案がありました。新しい中学校づくり準備

委員会の部会構成、協議項目及び委員名簿について、ご意見はありますでしょうか。 

それでは、委員。 

委員 B 中学校では水泳の授業はありますか。図面にはプールがないと思いまして。 

事務局 中学校でも水泳の授業はありますが、現在水泳の実技をしていないところもあります。新

中学校のプールにつきましては、設置をしない方向で進めております。ただし、水泳の授

業につきましては、学習指導要領でも必修とありますので、今後、市民プールや地域のス

イミングスクールの方に、スクールバスを使って通い、授業をするということを検討して

いるところでございます。 

委員長 他にございますでしょうか。 

では、協議第１号については、提案の通りとしてよろしいでしょうか。 

それでは、協議第１号については提案の通りとします。 

次に、協議第２号新しい学校づくり準備委員会スケジュール（案）について事務局よりお

願いします。 

事務局 （資料の説明） 

委員長 皆様から今の件について、ご意見を求めたいと思います。 

細かいところまでの説明はなかったので、ここはどうなってるのかなどございますか。よ

ろしいでしょうか。 

事務局、話し合いが進むうちに、修正と追加等もあり得ると捉えてよろしいですか。 

事務局 結構です。 

委員長 協議第２号については提案の通りとしてよろしいでしょうか。 

それでは協議第２号については提案の通りとします。 

次に、協議第３号新しい学校づくり準備委員会の運営方法について、事務局よりお願いし

ます。 

事務局 （資料の説明） 

委員長 いかがでしょうか。 

では、協議第３号については、提案のとおりとしてよろしいでしょうか。 

協議第３号については、提案の通りとします。 

ここまでが７協議事項となります。 



次に８の意見交換に移ります。準備委員会に関わること、部会に関わること、基本計画に

関わることなど、ご意見をお持ちの方はご発言ください。 

委員 C 

 

10年位前に地元の中学校が統合をしました。その当時の役員や、保護者の方と色々と話

をしました。問題があったことが、不登校の子が非常に多く見られたということでした。

2校の統合だったのですが、人が増えたことによって、統合前の中学校で非常に活発だっ

た子が不登校になってしまったというお話もお聞きしました。 

これからいろいろなことを話し合うと思いますが、そのあたりも是非ご検討いただきたい

と思います。子どもたちの負担にならないように、また、中学校ですので、受験などにか

かる学年の子もいると思いますので、そのあたりのご配慮をお願いします。 

委員長 ありがとうございました。ご意見を頂戴しました。他にいらっしゃいますか。 

委員 D 新しい学校の校舎について多く説明をいただき、今までの学校とは違った形の非常にいい

校舎を検討されているんだと感じたところでした。 

寒河江市の体育館施設とかは、老朽化してきているところもあるので、体育施設等は先程

の説明の通り、地域の方々も自由に使えるように、できたら、例えば冷房設備がある体育

館だったりとか、他の方々も使えるようになればいいです。ここ最近の天候をみてもそう

思います。 

ただ、実は学校の校舎を借りるというのは、結構手続きが大変だと思うところがあるの

で、一つの例として、指定管理の団体に、校舎の一部を運営してもらいつつ、そこで自由

に他の団体も使えるような、自由度を高く、柔軟性のあるやり方をご検討いただけたらと

思いました。そうすれば、先生方の管理する部分が少しは楽になるかと思います。他の

方々も自由に使える。そんなことも考えていかなければいけないかなと感じておりまし

た。以上です。 

委員長 ありがとうございます。 

副委員長 今回の統合方針として挙げられた中で、その 1000人規模というイメージがまだわからな

いところがあり、生徒が通った場合の交通安全の面とか、インフラに関する整理というこ

とについて、全然計画が立っていない中でも候補地が上がってきている。仮に、1000人

が通った場合、どういった交通の影響があるのかとか、自転車で通った場合、その陵東中

学校の生徒は自転車でも通えるような道路を整備というか、歩道や側道ですね。どういっ

た形で整理されていますか。そういった構想はない中で、候補地は決まっています。計画

道路の線が地図にはありますが、その計画がいつになるのか。中学校に向けて完成するの

か。その計画道路についても農地の真ん中を通っているので、その残地となっている農地

の方は、どういう活用を検討しているのか。その辺なんかも同時に考えていただけると、

子どもたちも安心して、安全に通えるかもしれないのかなと考えています。 

その辺お聞かせいただければと思います。 

委員長 ありがとうございます。PTA地域連携部会の内容になるかと思います。 

教育長 通学に関してのご心配、本当に当然だと思います。我々もそこのところは大きな課題だと

捉えております。今日は概要ということで、概要版の資料を使って説明させていただきま

したけども、ホームページに公開している資料では、今後の課題というところで、まとめ

ているところがございます。その中で、通学環境については、周りに農道が多いです。そ

して、子どもたちの住んでいる場所も考えながら、学校への入り方なども、この計画で

は、北側から入ってくることになっておりますが、他の入り口等についても検討しなけれ

ばならないし、また、防犯カメラや街灯であったり、そうしたことも通学等を想定して設

置を考えていけないと、課題として考えているところです。また、スクールバスの範囲等

については、先ほどありましたように、部会で検討していただくわけですが、通学の範

囲、距離でありますとか、例えばどこに集まってバスに乗ってくるとか、夏の間は多くの

子どもたちは自転車で通えると思いますが、冬は自転車に乗れなくなりますので、その夏

分と冬分のスクールバスの利用をどうするかとかも考えていく必要があります。例えば、

県内の他の町など見てますと、夏の間は 4キロとか 5キロぐらいまでは自転車等で通い、

冬になると 3キロ以上のところはスクールバスに乗るようにしている等の例もありますの

で、その辺も部会の中で、ご意見をいただきながら、準備委員会の中で、考えていきたい



と思っているところでございます。 

委員長 今の件につきまして、よろしくお願いします。 

副委員長 もし仮に災害が発生した場合、1000名の生徒の親が同時に迎えに行くという状況が発

生したら、どういった道路状況になるのかとか、その辺も想定しながら、環境整備とか、

インフラ整備を考えていかなければいけないと思います。そういうことも想定して、いろ

んな事例を考えていただければと思います。よろしくお願いします。 

委員長 ありがとうございます。その他ございますか。 

委員Ｅ 対象敷地決定要素の中で、新中学校の陸上トラックを 400ｍとすることで、寒河江高等学

校の歴史と伝統を受け継ぎ、中高連携や地域連携を踏まえた多様な用途に活用できるとあ

りますが、この内容は、高校生も使用できるような状況であるということで、理解してよ

ろしいですか。 

事務局 こちらに関しましては、中学校の施設ではありますが、地域解放を計画しておりますの

で、高校生も休日とか、放課後とか、生徒が使用していない時間に利用するということも

想定されています。また、ここにあります中高連携とありますのは、部活動で高校生から

中学生が教わるなどの連携も今後考えることができたらということで、ここに文言を載せ

ております。 

委員Ｅ わかりました。 

委員 A ２点ほどお伺いします。 

１点目はですね。おそらくこの校舎についても、大規模災害時の指定避難所になると思わ

れますが、その辺はこの図面を見れば地域連携対応エリアのピンクのところを考えている

のでしょうか。 

それからもう１つです。先ほど、この新校舎についてはプールがないということですけど

も、確かに、維持管理やトータルのことを考えた場合は、外部を利用した方がいいとは思

いますが、全国的にプール等については、外部を利用するというのは、現在多くなってき

ているというふうに理解してよろしいでしょうか。 

ついでに、もう１点ですが、病院が陵東中学校に決まったということで、野球場等につい

ては、陵南中学校敷地に行くというお話でしたが、これは決定なんでしょうか。 

教育長 災害の場合の避難所ということは想定をしています。それですみません。先ほど災害の場

合の件をもう一度お聞かせください。 

委員 A もし、大規模災害等が起きた場合、おそらく新中学校の校舎についても、市の指定避難所

に指定されると思われますが、そうした場合、この図面でいうとどの辺がその場所になる

のでしょうか。 

教育長 災害の規模にもよるとは思いますけども、まずは、体育館が２つありますし、あと多目的

ホールと武道館等もあります。ここは、冷暖房をつけて、避難所としても活用できるよう

に、つまり、例えば夏の洪水など危険があるという時には、こちらの方に避難ということ

あると思いますが、そういった場合でも、ある程度、快適に過ごせるようにということも

考えているところです。当然、子どもたちの運動とか、集会とかを考えた時にも、日常的

にもそうした冷暖房施設はこれからの学校に必要かと思うところです。 

プールにつきましては、全国的な傾向かということはその通りです。やっぱりプールを作

らない学校が増えています。いろんな理由がありますが、以前と比べて夏の気温がすごく

高くなっていて、例えばこの 7月でも、小学校でも、中学校でも、気温が高くなりすぎて

プールが使えないとか、プールを止めているという場合もあります。WBGTで 31を超えた

場合には、危険性がありますのでプールの授業はしないということになっております。あ

と、先日の新聞報道等では、他県で児童がプールサイドで待ってる間に、お尻を火傷して

しまったということもありました。そうした気候が以前とはかなり違ってきているので、

そうしたことから考えた時に、プールの稼働日数というのは、本当に限られたものになっ

てきますし、場所とか、維持管理費用とかいろんなことを考えたときに、先ほど説明あっ

たように、市民プールであったり、スイミングであったりといった施設を活用した方が、

より子どもたちにとっても、安全で効果的ではないかと考えたところです。 

陵南中学校のグランドを野球場やソフトテニスで使うということは、我々としては、そう



いった方向でやっていきたいと考えているところです。今後、市全体の公共施設の利活用

のことがありますので、その中で、最終的には決定していくことにはなると思いますが、

私たちとしては、陵南中学校の跡地を使えれば一番使いやすいわけですので、そうした方

向で、考えていきたいと思っているところです。 

委員長 水泳の授業は、実際にどのくらい行われているのでしょうか。校長先生方、いかがでしょ

うか。今年度の暑さの中ではどうですか。 

委員 F 

 

本校では水泳の授業はやっております。ただ、先ほど教育長からあったように、以前とは

気候が非常に変わってきていて、酷暑というような状況です。先週とかを見ても午前 10

時半ぐらいにはもう中止をしなければならないという状況です。今日、珍しく子どもたち

からプールに入って寒いという言葉を聞きました。ですから、プールの維持管理と授業日

数を見た時は、全く教育長の言う通りだなと感じます。授業については、プロの指導者が

いるところと、そういう施設を活用していくというのが、これからの流れになるのかなと

感じています。これは私の個人的な見解です。 

委員 ありがとうございます。 

委員 G 今、プールの利用についてありましたが、まず、スイミングスクールは着替えるスペース

がすごく狭くて、多分中学生ぐらいだったら、20人ぐらいだと思います。市民プールで

も、皆さんも利用したことがあると思いますが、更衣室がすごく狭いので多分難しいで

す。一クラスの半分ぐらいずつしか、スイミングの更衣室は使えないと思います。水泳を

しないんだったらしないほうがいいと思います。 

委員長 ありがとうございます。では他にご意見お持ちの方、いらっしゃるでしょうか。 

委員 F 私から確認という形でお話しさせていただければと思います。 

資料の中の屋外運動場、トラックの中のサッカー場についてですが、あくまで土で考えて

いるのでしょうか。いろんな予算とかもあると思うんですが、土なのでしょうか。 

近くの学校では、人工芝とかになってるので、ここはもう土で決定なのでしょうか。 

あと、いろんな団体が使えるように、地域的にするというと、小学校のサッカークラブな

どもあると思いますが、こういったところも使えるような感じになってくるんでしょう

か。わかってるところで、教えていただければと思います。 

事務局 これにつきましては、まだ案として出させていただいている状況ですので、今日のような

会議の時に、こういう形にしてほしいという要望があれば、今後それを要望として挙げさ

せていただきます。今の時点では案です。土というのも案です。その他、多分照明とかそ

ういったことも出てくると思います。これは皆さんの意見をお聞きして、これから作って

いくような形になります。 

また、地域のクラブが使えるようにというのはおっしゃる通りで、今後こういった中学校

の施設は地域開放ができるように、どういうふうにしていくといいのかということを検討

している段階ですので、ご意見をいただければと思います。 

委員長 例えば、全天候のレーンも一本、二本敷くとか、そういうのも検討事項ですね。これから

検討していくのですね。 

準備委員会の内容とか、スケジュールととかでもいいですので、いかがでしょうか。それ

ぞれの部会で話し合う内容なども、皆様から参加いただきたい部会もございますので、よ

ろしくお願いします。 

例えばですが、学校の名称、校名は事務局としては今年度中に決定したいのですか。 

事務局 今年度中に決定できればと考えております。 

委員長 ご意見がなければ、よろしいでしょうか。 

では、次回の会議のスケジュールなどもご確認いただければと思いますので、よろしくお

願いします。 

それでは、協議及び意見交換を終了します。ご協議大変ありがとうございます。予定して

いた議題が終わりましたので、議長の責を解かせていただき、進行を事務局にお願いした

いと思います。 

事務局 委員長、会議の進行、どうもありがとうございました。 

では、次第の９の連絡事項に移ります。 



（連絡事項） 

その他何か皆さまからご連絡をお持ちの方いらっしゃいますか？ 

では以上ですべての検討について終了いたしました。皆様のご協力に感謝いたします。こ

れで第 1回寒河江市新しい中学校づくり準備委員会を終了いたします。 

本日はどうもありがとうございました。 

お帰りの際は十分にお気をつけてお帰りください。 

 


